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5 ＊ 0 3 11 19 1 3 2 5 5 10 6 0 0 0
6 0 0 3 1 3 0 0 0 3 4 7 1 1 0 0
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11 ＊ 0 2 2 4 0 0 2 1 4 5 1 4 1 0
21 ＊ 0 0 5 14 2 4 1 1 13 14 1 1 1 0
24 ＊ 0 2 3 4 0 0 3 0 7 7 1 0 0 0
29 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
35 0 0 0 1 1 6 8 1 0 2 2 0 3 0 0
41 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
2 ＊ 0 2 4 12 0 0 3 4 5 9 1 5 1 0
11 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
15 ＊ 2 7 4 12 2 2 0 1 4 5 0 2 0 1
17 ＊ 0 0 0 1 0 0 1 0 2 2 0 1 0 0
21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
27 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
30 0 0 2 0 2 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0
41 ＊ 1 5 0 3 0 0 5 2 1 3 0 1 2 0
44 0 0 0 0 2 0 2 2 0 3 3 0 0 0 0
63 0 0 0 2 2 1 1 0 2 4 6 1 0 0 1
76 ＊ 0 0 13 24 4 6 1 2 2 4 3 2 0 0

0
0
0

0 0 0 0 0
3 16 23 60 7 11 14 11 25 36 6 11 4 2

Team / Coach: 露口 亮太
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大阪産業大学
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Team / Coach: 加賀美 伸彰
合　　　計 67
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村井 大陸 8 16

福島 悠喜 4 20
田邉 陸也

野見 悠人 0 8

万久里 光司 ジョエル 6 25
高木 伸久 0 6
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右田 卓也 10 31
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記録

１部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2018.10.24
同志社大学開始時間 18:30

会　　場 枚方市総合体育館

2018年度関西学生バスケットボールリーグ戦

同志社大学

Ｆ
REBOUND

№

コ ー ト
勝ち点１１ 勝ち点１試 合 ＮＯ178

67 62

敗チーム

大阪産業大学

男子

戦評
【総括】
リーグ戦第16日目、自動降格を免れるために絶対に負けられない大阪産業大学とインカレ出場のため何としても勝
ち星を重ねておきたい同志社大学との熱い試合が期待される好カード。前半は両者一歩も譲らず23-29とロースコ
アのゲーム展開となった。後半も両者一歩も譲らない拮抗した展開が続き白熱した戦いを繰り広げた。しかし、最後
までリードを守り続けた同志社が67-62で勝利を収めた。

【第一ピリオド】
第1ピリオド、同志社#24万久里のドライブインから試合が動き出す。負けじと大産大は#76大町のミドルシュートで流
れを渡さない。お互いに積極的にシュートを打ち続けるも思うようにシュートが決まらず10-14で同志社がリード。ロー
スコアで第1ピリオド終了。
【第二ピリオド】
ここで得点を重ね逆転したい大産大は#76大町の連続得点で流れを引き寄せようとするが、単発に終わる。リードを
守りたい同志社は#3下田のオフェンスリバウンドからの得点などで両者一歩も譲らない展開となり23-29で同志社6点
リードで第2ピリオド終了。
【第三ピリオド】
後半戦開始早々、大産大#15中村の3Pシュートで流れを引き寄せようとするが同志社は速いトランジションオフェンス
で得点を重ねリード広げる。ここで大産大はたまらずタイムアウト。タイムアウトあけ拮抗した展開が続き40-47同志社
リードのまま第3ピリオド終了。
【第四ピリオド】
第4ピリオド、点差を縮めたい大産大は#76大町の体を張ったプレイで得点を重ね流れを引き寄せる。ここで同志社
はタイムアウト。両者シュートを決めきることができず均衡した展開となる。しかし、自力でまさる同志社が終始リードを
守り続け62-67で同志社が勝利した。

主審

関西学生バスケットボール連盟

森本・藤本（京産大）戦評石川 淳也 副審 川路 宗勅/江藤 慶太


